2025年10月18日（星期六）地点：尾去沢矿山遗址内公园
２０２5年１0月18日史跡尾去沢鉱山敷地内公園において
尾去沢鉱山中国人殉難者慰霊祭
尾去沢矿山日中友好纪念碑建立执行委员会副代表吉村爱
開式の辞
但從現在開始，
尾去沢礦場的中國受害者
我們將舉行追思會
尾去沢矿山日中友好纪念碑建立执行委员会代表山本喜代宏
尾去沢鉱山日中友好の碑建立実行委員会
代表山本喜代宏
式辞
在舉行追思會之際，謹致意
在今天的追思會上，在上一次大戰期間，我被強行帶到礦場。
我們邀請了中國烈士的家屬。
包括中國領事館及鹿角市市長，
我們誠摯感謝您以全國執行
委員會的嘉賓身份加入。
隨著日本侵略戰爭加劇，
1942年，當時的東條內閣
關於中國勞工遷往中國大陸，
內閣決定約有4萬名華人
被迫前往日本並遭受嚴苛勞動
7,000人死亡。在尾去沢礦，
498人被帶走，並遭受嚴苛的工作環境，
83條珍貴生命因此喪生。
它是三菱汽車的繼任者
2016年，三菱材料公司與中國受害者達成和解，
我發誓再也不讓這種災難發生，
為了繼續將這段歷史傳承到未來，我們正在籌辦一個紀念及紀念計畫。
我們決定在日本各地舉辦活動。
我們同意這個目的，並在鹿角市的配合下，
我們已豎立紀念碑並執行多項紀念項目
目前，日本的歷史正逐漸淡化，隨著防衛支出的增加，
和平憲法運動正逐漸升溫。
你絕不能再犯錯，被帶離故鄉，
我誠摯地向那些在尾去沢大地上受難、充滿恐懼的人致以哀悼。
我承諾進一步加強保護中日友誼與和平的運動，這就是我的致詞。
慰霊のことば
殉难者家属代表齐振
ご来賓の皆様、日中友好の皆様、こんにちは
私は中国山東省出身で、日中戦争の時に日本軍に強制連行された
中国人労働者方永水の子孫です
奴隷労働をさせられながら、多大な苦難を味わった労工の方々を
追悼するために日本を訪れることになりました
特に慰霊碑に刻まれている私の親族の名前を見るのは
胸が締め付けられる思いです
1944年10月5日、日本軍は私たちの村を包囲し、掃討作戦をしかけました
村民を捕え、食料を捜索しただけでなく、100頭近くの家畜を略奪しました
さらに地下室から穀物や油、店舗の多くの品々を見つけ出し、
日が暮れるまでそのすべてを日本軍の駐屯地まで運んでいきました
その日囚われた人たちは、水も食料も与えられず、凍える寒さの中、
隅っこに身を寄せ合って夜を過ごしました
翌日、日本軍は若い男たちにロバの引手、
老人や体の弱い者に牛の引手を強制し、略奪した物資を
台湾の街まで護送させました
牛の引手たちは駅まで連行された後、釈放されましたが、
20人以上の若い人ロバ引きたちは騙されて広大な庭に監禁されました
その中には私の曾祖父であるホウエイスイもいました
彼らは幾度かの移送を経て、まずチンタオに到着し
そこで1ヶ月間洞窟を掘り続けました
中国で捕らえられた労工が、船いっぱいになるほどになると、
強制的に日本へ移送されました
日本で強制労働させられた間、
彼らは非人道的な扱いに耐え、衣服や食料も
満足に与えられず、しばしば殴打され叱責されました
彼らは骨と皮だけになるほど飢えていきました
ある時、喉の渇きに苛まれた曾祖父は汚い水たまりを見つけ、
それを飲もうとしました日本人の現場監督は、
曾祖父が仕事を怠っていると思い込み、銃剣で曾祖父の
太ももを刺し、血が辺りに飛び散りました
さらに監督は銃床で、曾祖父の頭と背中をめったうち
もともと衰弱していた曾祖父は血だまりの中で意識を失いました
曾祖父は、労工仲間たちの助けで何とか生き延びましたが、
傷が化膿して治らず、筋肉萎縮と生涯にわたる障害が残りました
日本の敗戦後、曾祖父は歩くこともほとんどできないほど衰弱し、
同じ村の仲間の助けで故郷に戻ることができましたが、
重度の精神的・肉体的トラウマのため間もなく亡くなりました
日本で多大な苦しみを味わった中国人労工のために、
数10年にわたり、日中両国の弁護士、日本の市民団体、
そして老公議会の皆様がたゆまぬ闘いを続けてきたことを
私は知っています
皆様のご尽力とご支援のおかげで強制労働させられた労工たちは、
ついに謝罪と補償を受けることができました。
ここにお越しいただいた28名の労工遺族を代表し、
皆様に心からの感謝を申し上げます
本日、私たちは愛する家族を偲び、平和を祈るためにここに集いました
平和があってこそ、人々は平和に暮らし、働き、世界を発展することもできます
日中両国が戦争から遠く離れ、永遠の友好関係を築けますように。
皆様、どうもありがとうございました
中华人民共和国驻札幌总领事馆副总领事夏欣
慰霊のことば
中華人民共和国駐札幌総領事館副総領事
夏欣様
ご遺族の皆様、ご来賓の皆様、友人の皆様こんにちは
このたび、尾去沢鉱山中国人殉難者第3回慰霊祭の開催にあたり、
中国駐幌総領事館を代表して殉難された
中国人労働者に深い哀悼の意を表します
また、ご遺族の方にも哀悼を申し上げたいと思います
今年は第2次世界大戦終結80周年であります
戦時中、498名の中国人労働者が尾去沢鉱山に強制連行され、
劣悪な環境で過酷な労働を強いられ、83名の尊い命が奪われてしまいました
戦後、平和を愛する多くの日本人の方々が、侵略への深い反省と
強い信念を持ち、定期的に活動を行っていることに対し
心より敬意と感謝の意を申し上げたいと思います
日本軍国主義が発動した侵略戦争は、
アジア近隣諸国に甚大な幸いをもたらすと同時に、
日本国民もその害を深く受けました
我々は、日本側が歴史的な罪の責任を深く反省し、
歴史、人民、未来に対する責任のある態度で平和発展の道を歩むことを堅持し、
実際の行動でアジア近隣諸国や国際的な信頼を得ることを期待しております
歴史の教訓を明記することは、憎しみを継続させるためではなく、
平和への憧れと堅持を呼び起こすためであります
両国は、狭い海域で隣り合った重要な隣国であり、両国の友好、平和関係は
共に守り続けて大切にする必要があるものです
これからも一緒に歴史を鏡とし、
未来に向かい、歴史の真実を守り、
両国民の世代友好のため、世界平和と発展のため努力していきましょう
結びに、尾去沢鉱山日中日建立実行委員会および
ご尽力、ご貢献された有識者の方々に改めて御礼を申し上げます
同国の先祖代々の友好を記念して、私の挨拶をさせていただきます
ありがとうございました
秋田县鹿角市市长笹本真司
慰霊のことば
秋田県鹿角市
市長笹本真司様
今天，為尾去沢礦難中國罹難者舉行的追悼會就在這裡舉行。
一句問候。
這是一座重要的礦場，支持軍事活動
在尾去沢礦，498人
中國工人被迫從事艱苦勞動，
在戰爭的悲慘環境中，83條珍貴生命逝去，實在令人遺憾。
我感到非常羞愧
我們向所有逝者致上最深切的哀悼，並誠摯致以最深切的哀悼。
我們為你祈禱
在這片殉道之地，
2022年，許多利害關係人
多虧了您的努力，成立了尾去沢礦日中友誼碑，
我們再次邀請來自中國的喪親家屬。
將舉行追思會，
我深受感動。
戰爭結束已過八十年，
大多數人都是戰後出生的，
隨著聽取親歷戰爭者分享的機會正迅速消失，
我們被戰爭的恐怖所銘記，
我們必須堅定地將渴望和平
的精神傳承給下一代，同時
不讓和平的珍貴消逝。展望國際社會，
即使到了現在，幾乎每天都有衝突在世界各地發生，
許多人成為受害者
無論如何，
任何損害個人自由或
尊嚴的行為都不被允許
我們謙卑地面對國家的歷史，
克服族群、宗教信仰與意識形態的差異，
一場永不重演的戰爭
我們重申致力於持久和平，並致力於日中和平與友誼，
我們相信這是我們這一代人今天的責任
最後，致所有參與今天典禮的人士，
我向所有人表達敬意，
殉道者不安的靈魂，
我想向所有罹難者家屬致上最誠摯的祝福，並致以我的問候
"历史、人权、和平"基金管理委员会，追悼碑建立小委员会委员长森田太三
慰霊のことば
「歴史・人権・平和」基金管理委員会・追悼碑建立小委員会
委員長森田太三様
今天，在尾去沢這個地方，
追思會順利舉行。
由三菱材料公司創立
有一個歷史性的人權與和平基金，
它就是基於這個設計而製作的
我擔任紀念小組委員會主席
從那個位置
我想簡短地致意
今天，真正來自中國
共有28名受害者家屬來到日本
非常感謝你的辛勞。
在上一次戰爭爆發時，日本人在中國，
我犯了很多錯。
中國公民被強行帶到日本當勞工，
強迫他們做勞動就是其中之一
在這個尾去沢礦場，
498名勞工及勞工被強行帶走，
其中83人
他已經過世了。
你的父親，或祖父，
這個人被強行帶到日本，
被迫在這片土地上工作，他真正面臨死亡
他們遭受了極其悲慘且嚴重的損害。
這些事實
是否接受這個問題自戰爭以來一直是個問題。
日本政府與企業持續受到質疑
審判遍及日本各地
就連你的父親和祖父也應該勇敢，
他來到日本，並在日本法庭作證
最後，2016年6月，三菱材料公司
承認這項人權已被侵犯，
我們誠摯地
我們誠摯地致上歉意。
當時在北京，活著的人
三位工人與工人
三菱材料達成和解後，
中國人權發展基金會
定居計畫作為接收平台繼續推進，
最終，1,914人
接受並接受道歉，
作為道歉的象徵，我也收到了錢
作為這項和解的一部分，在日本，
前工人被迫勞動。
全國共有六個辦公室，
雙方同意在此豎立紀念碑並舉行紀念儀式
這是秋田的尾去沢地區
那就是其中一種
在該礦場的公園內豎立了一座紀念碑，
去年、今年，還有前年，我們邀請了你們的喪親家屬，
舉行此紀念儀式
我撐到今天。
這是三菱的歷史，人權與和平基金，
這個和平計畫是，
回顧過去，
他堅持日中戰爭絕不能再發生。
許下誓言永不再戰鬥，
這個計畫正在進行中
我們絕不能再發動這樣的戰爭。
日本公民，
所有日本公民都希望如此
請，中國的每一位，
此類和平計畫
這是日本每年舉辦的活動。
我真心希望你能理解這點
來自日本和中國的人們正攜手同行，
這些和平紀念計畫
永遠向前的想法
我想提議
在舉行這場追思會時，
鹿角市和你當地的
沒有您的配合，這一切都無法實現
我真心感謝你。
這個三菱材料基金於去年十月成立。
我們決定暫時結束這五年的合作，
此外，過去、未來，以及未來五年，三菱都會邀請大家
我們承諾舉行追悼會和
追悼會。最後，為了建立中日真誠友誼，
作為這座重要的橋樑，我們希望與中國人民建立聯繫，
日本公民與政府官員的合作
我祈禱這件事能繼續進行，
最後，讓我致聲問候。非常感謝。
献花
黙祷
請結束你們的默哀，請坐。
尾去沢矿山日中友好纪念碑建立执行委员会副代表倉岡誠
閉式の辞
尾去沢鉱山日中友好の碑建立実行委員会
副代表倉岡誠
藉此，尾去沢礦
我們即將結束為中國受害者舉行的追悼會。
